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◆人体へ影響ないオゾン濃度での浴槽水中のノ

ロウイルス殺菌可能

◆配管，ろ過機内へのバイオフィルム付着やレ

ジオネラ菌等の薬剤耐性化防ぐ

◆水の浄化作用（有機物を分解）により長期換

水可能（3ヶ月換水で飲料水レベルの水質維持）

◆低濃度オゾン発生装置使用また、余剰オゾン

は熱処理で酸素にして屋外へ放出のため安全

完オゾシステムろ過タンク内部

5.26(金) レジオネラ対策シンポジウム配布資料

作成：平成 29 年 5 月 16 日 ㈫　NPO 完オゾ事務局 元久敦雄


